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2024 年 11 月７日 

2024 年度江崎玲於奈賞、つくば賞及びつくば奨励賞受賞者の決定について 

 

ナノサイエンスおよびナノテクノロジー、または量子効果が顕わに関わる物性に関する研究に携わり、

世界的に評価を受ける顕著な研究業績を挙げた研究者を表彰する 2024 年度「江崎玲於奈賞」（副賞 1,000

万円：関彰商事(株)協賛）について、本日、下記のとおり、江崎玲於奈賞委員会（江崎委員長、白川委

員、野依委員、小林委員のノーベル賞受賞者４名を含む計７名の委員が出席）を開催し、受賞者を決定

いたしましたのでお知らせいたします｡ 

また、「つくば賞」及び「つくば奨励賞」についても、下記のとおり決定いたしました｡ 

なお、つくば国際会議場にて開催を予定しております各賞の授賞式につきましては、２月又は３月に

実施する計画でございます。 

記 
 

１ 日 時：2024 年 11 月７日（木） 

      つくば賞委員会 10:15～ 11:45、江崎玲於奈賞委員会 13:15～ 14:45 

２  審 査：オンライン開催 

３ 受賞者 

（１）2024 年度江崎玲於奈賞受賞者          ＊受賞者の研究内容等（P.4）、賞の概要（P.8） 

氏 名 年齢 所属・職名 研究主題 

安藤 敏夫 
あんどう としお 73 

金沢大学 
ナノ生命科学研究所 特任教授 

高速原子間力顕微鏡の開発と
タンパク質分子の機能動態機
構解明への展開 

※江崎玲於奈賞委員会出席者  
江崎玲於奈委員長（1973 年ノーベル物理学賞）、白川英樹委員（2000 年ノーベル化学賞）、 
野依良治委員（2001 年ノーベル化学賞）、小林誠委員（2008 年ノーベル物理学賞）、 
毛利衛委員（元･宇宙飛行士）、岡田雅年委員、丸山清明委員 

 
 

（２）2024 年度つくば賞及びつくば奨励賞受賞者  ＊受賞者の研究内容等（P.5～7）、賞の概要（P.9） 

① つくば賞 

氏 名 年齢 所属・職名 研究主題 

谷口 尚 
たにぐち たかし 65 物質・材料研究機構 理事 六方晶窒化ホウ素の高純度化

技術開発と２次元量子材料応
用 渡邊 賢司 

わたなべ けんじ 62 
物質・材料研究機構 電子・光機能材料研究
センター 特命研究員 

 
 

資 料 提 供 （お問い合わせ先） 

 (一財)茨城県科学技術振興財団 

 担当：永吉・大越 ℡029-861-1205 

茨城県産業戦略部科学技術振興課 

 担当：藤田・岡野 ℡029-301-2532 
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② つくば奨励賞（実用化研究部門） 

氏 名 年齢 所属・職名 研究主題 

張 晗 
ざん はん 44 

物質・材料研究機構 マテリアル基盤研究セ
ンター 先端解析分野 電子顕微鏡グルー
プ 主任研究員 

電子顕微鏡に技術革新をもた
らす超高輝度ナノエミッター
の実用化 

 

③ つくば奨励賞（若手研究者部門） 

氏 名 年齢 所属・職名 研究主題 

平野 有沙 
ひらの ありさ 39 筑波大学 医学医療系 助教 

概日時計の破綻による概日リ
ズム障害発症メカニズムの解
明と、その治療法の開発に資
する研究 

※つくば賞委員会出席者：江崎玲於奈委員長、飯島澄男委員、中村道治委員、永田恭介委員、 
宮田武雄委員 

 

４ 出席者からの主なコメント 

（１） 江崎玲於奈 (一財)茨城県科学技術振興財団理事長 

江崎玲於奈賞に協賛いただいております関彰商事様をはじめ、審査委員、関係者の皆様のご

協力に厚く御礼申し上げます。 

江崎玲於奈賞、つくば賞、つくば奨励賞につきましては、世界の科学技術の発展に寄与する

権威ある賞として育むとともに、我が国の科学技術の進展に寄与していく所存でございます。 

賞の授与や研究の評価は、研究の質を向上する上で重要です。我々もその向上に貢献してい

きたいと考えており、本日の受賞者決定には大きな意義があると確信しています。 

 

（２） 江崎玲於奈賞協賛企業 関彰商事(株) 関正樹代表取締役社長 

江崎玲於奈賞を受賞されました安藤敏夫先生、誠におめでとうございます。また、つくば賞、

つくば奨励賞を受賞された先生方に対しても心からお祝いを申し上げます。 

来年行われる授賞式で先生方にお会いできることを心から楽しみにしております。 

 

◎ 受賞者写真につきましては、メールで提供いたします。 

御希望の場合は、(一財)茨城県科学技術振興財団 担当までメールで御連絡願います。E-mail ア

ドレスは以下のとおりです。 

 

(一財)茨城県科学技術振興財団 担当 総務企画課 永吉 

E-mail アドレス：w.nagayoshi@epochal.or.jp 

 
※この資料は、県政記者クラブ、都道府県記者クラブ、筑波研究学園都市記者会、 

文部科学省内の文部科学省記者会、科学記者会に提供しています。 



2024年度つくば奨励賞（若手研究者部門）受賞者

筑波大学　医学医療系　助教

平野　有沙（ひらの　ありさ）

2024年度つくば奨励賞（実用化研究部門）受賞者

物質・材料研究機構　マテリアル基盤研究センター
先端解析分野　電子顕微鏡グループ　主任研究員

張　晗（ザン　ハン）

物質・材料研究機構　理事

谷口　尚（たにぐち　たかし）

物質・材料研究機構　電子・光機能材料研究センター
特命研究員

渡邊　賢司（わたなべ　けんじ）

2024年度つくば賞受賞者

＜受賞者＞

2024年度江崎玲於奈賞受賞者

金沢大学　ナノ生命科学研究所　特任教授

安藤　敏夫（あんどう　としお）
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2024 年度江崎玲於奈賞 
 

 一般財団法人茨城県科学技術振興財団（理事長：江崎玲於奈）は、2024 年度江崎玲於奈賞の受賞者を

以下のとおり決定した。 

 

○受賞者 

・安藤 敏夫（あんどう としお） 

 生年月日 ・・・・ 1951 年 3 月 31 日（73 歳） 

 所属・役職 ・・・ 国立大学法人 金沢大学 ナノ生命科学研究所 特任教授 

金沢大学特別功績教授、金沢大学名誉教授 

 

○受賞の対象となった研究主題及び研究内容 
 

（研究主題） 

高速原子間力顕微鏡の開発とタンパク質分子の機能動態機構解明への展開 

 

（研究内容） 

原子間力顕微鏡（AFM）は物質の表面構造を原子分解能で観察する装置として、大きなインパクトを与

えてきた。当初は、観察が可能な試料は、大気中や真空中の固い試料に限られていたが、その後の装置改

良によって、液中での生体分子の観察も可能となった。しかし、観察には数秒を要し、ビデオレートでの

動的観察は不可能とされていた。安藤氏は、この様な限界を超える高速撮像可能な AFM の装置設計に挑

み、1-2 ナノメートルの空間分解能で、柔らかい分子を壊さずに、一枚の画像を数十ミリ秒で撮像できる

高速 AFM の開発に成功した。さらに自ら開発した装置を用い、分子モーター・ミオシンの運動など、これ

まで間接的にしか測定できなかった生体現象を直接観察することに成功し、新たな分子動態機構をも明

らかとした。本装置は既に市販されており、生命科学の分野を越えて、ナノスケールで起きる動的現象の

観察に広く利用されていくことが期待される。 

 

○問い合わせ先 
金沢大学 ナノ生命科学研究所 事務室 専門員 

米田 洋恵 

TEL：076-234-4556 

E-mail：hiroe@staff.kanazawa-u.ac.jp  
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2024 年度つくば賞 
 

 一般財団法人茨城県科学技術振興財団（理事長：江崎玲於奈）は、2024 年度つくば賞の受賞者を次の

とおり決定した。 

 

○受賞者 

・谷口 尚（たにぐち たかし） 

 生年月日 ・・・・ 1959 年７月 11日（65 歳） 

 所属・役職 ・・・ 国立研究開発法人 物質・材料研究機構 理事 

 

・渡邊 賢司（わたなべ けんじ） 

生年月日 ・・・・ 1962 年８月８日（62 歳） 

 所属・役職 ・・・ 国立研究開発法人 物質・材料研究機構 

          電子・光機能材料研究センター 特命研究員 

 

○受賞の対象となった研究主題及び研究内容 
 

（研究主題） 

六方晶窒化ホウ素の高純度化技術開発と２次元量子材料応用 

 

（研究内容） 

窒素原子とホウ素原子からなる化合物である六方晶窒化ホウ素（h-BN）は、断熱材や絶縁体等として長

年実用に供されてきたが、高純度単結晶の合成例はなく、電子材料としての応用は全く未知数であった。

谷口、渡邊の両氏は、高圧合成技術を用いて、高純度単結晶の合成に世界に先駆けて成功し、非常に高効

率な遠紫外発光特性を発見した。さらに、高純度 h-BN 単結晶は、グラフェンを支持する基板としても優

れた特性を示すことが見出された。この高純度 h-BN 基板を世界 40 ヶ国、350 の研究グループに試料提供

を行うことで連携研究を進め、グラフェンをはじめとする２次元原子層材料における数多くの新たな物

理現象の発見に繋がり、累計 2,000 報以上の共同研究論文が出版されることになった。このような２次

元原子層材料の黎明をもたらした高インパクトの学術研究成果は、谷口、渡邊の両氏の高純度 h-BN 基板

なくしては実現しなかった。 

 

○問い合わせ先 
物質・材料研究機構 理事 

谷口 尚 

TEL：029-860-4413 

E-mail：taniguchi.takashi@nims.go.jp 
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2024 年度つくば奨励賞（実用化研究部門） 
 

 一般財団法人茨城県科学技術振興財団（理事長：江崎玲於奈）は、2024 年度つくば奨励賞（実用化研

究部門）の受賞者を次のとおり決定した。 

 

○受賞者 

・張 晗（ザン ハン） 

 生年月日 ・・・・ 1980 年１月 10日（44 歳） 

 所属・役職 ・・・ 国立研究開発法人 物質・材料研究機構 

           マテリアル基盤研究センター 主任研究員 

 

○受賞の対象となった研究主題及び研究内容 
 

（研究主題） 

電子顕微鏡に技術革新をもたらす超高輝度ナノエミッターの実用化 

 

（研究内容） 

現代の半導体製造や生物医学研究などではナノスケールでの操作が求められ、そのための「目」の役

割を果たす電子顕微鏡には高い輝度の電子源が必要になる。ところが、従来の方法では安定した電子放

射特性を確保できず、実用的な電子源が実現できていなかった。 

受賞者は、LaB6ナノワイヤから La 原子クラスターを作成することでこの状況を打破し、堅牢で実用

に耐える超高輝度の量子ナノ電子源を実現することに成功した。この新手法は電子顕微鏡のみならず電

子加速器などの新しい小型電子源の基盤となり、その応用研究にも大きく寄与するものと考えられる。 

本研究は、将来のナノテクノロジーを支える電子顕微鏡に必須の電子源を実現したものであり、その

社会への波及効果は非常に大きい。また既に NIMS 発ベンチャー企業が設立されて実用化に向けた事業

が開始されており、今後の発展が期待できる。 

 

○問い合わせ先 
物質・材料研究機構 マテリアル基盤研究センター 先端解析分野 

電子顕微鏡グループ 主任研究員 

張 晗 

TEL：029-859-2295 

E-mail：ZHANG.Han@nims.go.jp 
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2024 年度つくば奨励賞（若手研究部門） 
 

 一般財団法人茨城県科学技術振興財団（理事長：江崎玲於奈）は、2024 年度つくば奨励賞（若手研究

部門）の受賞者を次のとおり決定した。 

 

○受賞者 

・平野 有沙（ひらの ありさ） 

 生年月日 ・・・・ 1985 年８月 24日（39 歳） 

 所属・役職 ・・・ 国立大学法人 筑波大学 医学医療系 助教 

 

○受賞の対象となった研究主題及び研究内容 
 

（研究主題） 

概日時計の破綻による概日リズム障害発症メカニズムの解明と、その治療法の開発に資す

る研究 

 

（研究内容） 

 生物は自律的に時を刻む体内時計（概日時計）により外界環境へ適応しており、睡眠障害や癌、鬱病な

どの病気と連関している。 

 平野氏は、世界に先駆けて、概日時計において重要な役割を担っている時計タンパク質CRYの分解と安

定化のバランスが概日リズムに必要であること、および、もう一つの時計タンパク質のPER3の発現量低下

により鬱様行動が上昇することを見出した。また、化合物の概日時計の位相（時刻）応答への影響をハイ

スループットで解析できる方法を確立した。 

 以上のように、平野氏は、概日リズムの新たなメカニズムを見出し、その破綻が鬱様行動の原因となる

ことを示した。さらに、概日時計の位相（時刻）応答をハイスループットで測定できる解析システムを確

立し、時刻調節が可能な新薬の開発が期待できる成果を挙げている。 

 

○問い合わせ先 
筑波大学 国際統合睡眠医科学研究機構 研究戦略ユニット研究企画チーム・研究員／ 

筑波大学 医学医療エリア支援室（研究支援） 

山﨑 真也子／市村 理恵子 

TEL：029-853-2786／029-853-3308 

E-mail：wpi-iiis-strategy@ml.cc.tsukuba.ac.jp／sien.ningenss@un.tsukuba.ac.jp 

 

- 7 -



江崎玲於奈賞概要 

  

１ 賞の趣旨 

ナノサイエンスおよびナノテクノロジー、または量子効果が顕わに関わる物性に関する研究

に携わり、顕著な研究業績を挙げた研究者を顕彰することにより、科学技術の振興、ひいては

産業の活性化に寄与する。 

 

２ 創設     2004 年度 

 

３ 賞の内容 本賞（賞状）、副賞（１，０００万円【協賛：関彰商事株式会社】）、記念品(賞牌) 

 

４ 対象者  日本国内の研究機関においてナノサイエンスおよびナノテクノロジー、または量

子効果が顕わに関わる物性に関する研究に携わり、世界的に評価を受ける顕著な研

究業績を挙げた研究者、原則１名 

 

５ 主催等   

（１）主催  （一財）茨城県科学技術振興財団、つくばサイエンス・アカデミー 

（２）共催  茨城県 

（３）協賛  関彰商事株式会社  

（４）後援  文部科学省、日本放送協会 

 

６  選考の方法 

（１）以下に対し推薦を依頼 

 ・ ナノサイエンスおよびナノテクノロジー、または量子効果が顕わに関わる物性関連の国

内主要学会等の長 

  （37 学会等、１学会等あたり２件まで） 

 ・ ナノサイエンスおよびナノテクノロジー、または量子効果が顕わに関わる物性関連の国

内主要研究機関及び国内大学等の長 

  （110 機関等、１機関等あたり３件まで） 

 ・ つくばサイエンス・アカデミー運営会議委員 

  （34 名、一人１件まで。江崎玲於奈賞委員会委員を除く。） 

（２）江崎玲於奈賞委員会において受賞者を決定 

 （江崎玲於奈賞委員会の下に江崎玲於奈賞検討委員会を設置し、事前審査を行う） 

【委員会委員】 ☆が委員長 

☆江崎玲於奈  一般財団法人茨城県科学技術振興財団 理事長 

 白川 英樹  筑波大学 名誉教授 

野依 良治  名古屋大学 特別教授 

小 林  誠  高エネルギー加速器研究機構 特別栄誉教授 

天野  浩  名古屋大学 未来材料・システム研究所 

      未来エレクトロニクス集積研究センター センター長・教授 

毛 利  衛  日本科学未来館 名誉館長 

      岡田 雅年  物質・材料研究機構 名誉顧問 

丸山 清明  つくばサイエンス・アカデミー 副会長  

 

７ 2024 年度江崎玲於奈賞(第 21 回)の審査経過について 

（１）推薦期間   2023 年 12 月 25 日から 2024 年３月 15 日まで 

（２）書面審査   2024 年４月 18 日から 2024 年５月 31 日まで 

（３）検討委員会  2024 年７月 18 日（オンライン） 

（４）江崎玲於奈賞委員会並びに受賞者決定 

      2024 年 11 月７日（オンライン） 

 ※（４）についてはつくば賞・つくば奨励賞と合同で開催 
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つくば賞・つくば奨励賞概要 

 

１ 賞の趣旨 

  茨城県内において科学技術に関する研究に携わり、顕著な研究成果を収めた研究者、一定の研究

成果を収めた研究者及び将来を嘱望される研究者に対し、これを表彰することにより、科学技術の

振興、ひいては産業の活性化に寄与する。 

２ 創設    （つくば賞）1989 年度 （つくば奨励賞）1990 年度 

３ 賞の内容   （つくば賞）本賞（賞状）、副賞（500 万円）、記念品 

        （つくば奨励賞）本賞（賞状）、副賞（各 100 万円）、記念品 

４ 対象者 

 （つくば賞） 

 ・ 対 象 者 １人または１組 

 ・ 資  格  基礎・応用・開発を問わず理工学及び生命科学などの研究分野に携わっている個

人またはグループで選考基準に該当する者（共同研究の場合はその研究に対する貢

献度合が１／３以上である者を表彰の対象とする。） 

 ・ 選考基準  次のいずれかに該当し、世界的に評価を受ける研究・開発成果をあげた研究者 

         （ⅰ）茨城県内において、現在研究活動をしているか、または過去に研究活動を

したことのある研究者 

         （ⅱ）茨城県内で開催される国際学会等において、その研究成果を初めて発表し

た研究者 

 （つくば奨励賞〈実用化研究部門・若手研究者部門〉） 

 ・ 対 象 者 各部門１名または１組 

 ・ 資  格  基礎・応用・開発を問わず理工学及び生命科学などの研究分野に携わっている個

人またはグループで選考基準に該当し、科学技術の振興に貢献が期待できる者 

 ・ 選考基準 

  〈実用化研究部門〉 

   茨城県内において現在研究活動をしているか、または研究活動をしたことがある研究者であっ

て、その研究成果が実用化される等、県内の科学技術振興に寄与した研究者（共同研究の場合は

その研究に対する貢献度合が１／３以上である者を表彰の対象とする。） 

  〈若手研究者部門〉 

   茨城県内で現在研究活動をしている若手研究者（40 歳以下）であって、今後飛躍的な研究成果

が期待できる研究者（共同研究の場合はその研究の主たる研究者であり、その貢献度合が２分の

１以上である者を表彰の対象とする。） 

５ 主催等 

（１）主催 （一財）茨城県科学技術振興財団 、つくばサイエンス・アカデミー 

（２）共催 茨城県、つくば市 

６ 選考の方法 

（１）茨城県内の大学、国立・独立行政法人・民間等の研究所 100 機関へ推薦依頼。 

（２）つくば賞委員会において受賞者を決定 

  （つくば賞委員会の下につくば賞予備審査会を設置し、事前審査を行う） 

【委員会委員】 ☆が委員長 

☆江崎玲於奈  一般財団法人茨城県科学技術振興財団 理事長 

 飯島 澄男  名城大学 終身教授 

中村 道治  科学技術振興機構 名誉理事長 

永田 恭介  筑波大学 学長 

宮田 武雄  茨城大学 名誉教授 

７ 2024 年度つくば賞(第 35回)・つくば奨励賞(第 34回)の審査経過について 

（１）推薦期間  2023 年 12 月 25 日から 2024 年３月 15日まで 

（２）書面審査  2024 年４月 18日から 2024 年５月 31 日まで 

（３）予備審査会 2024 年８月 20日（つくば国際会議場） 

（４）つくば賞委員会並びに受賞者決定 2024 年 11 月７日（オンライン） 

 ※（４）については江崎玲於奈賞と合同で開催 
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